









　As  awareness  has  grown  of  the  need  to  cut  pollution  and waste,  new 
technologies  and  consciousness have been developed  in  the  country  and 
community daily life.
　Toward  the environmentally  intensive  life people do various eco-activities 
(including energy conservation). This report aims to analyze these activities from 
the point of environmental economics and sociology.









































































































































































































































































































節電 7 ○ ○ ○ ○ ○
電気は使わない 4 ○ ○ ○
できるだけ電気は使わない 1 ○ ○ ○ ○
使用しない電気は消す 7 ○ ○ ○ ○
電気はこまめに消す 7 ○ ○ ○ ○
こたつによる暖房 1 ○ ○ ○ ○
暖房はつけない 3 ○ ○ ○ ○
毛布による暖房 2 ○ ○ ○ ○
厚着による暖房 2 ○ ○ ○ ○
スポーツをして暖まる 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
暖房の温度を一定に 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ストーブをあまり使わない 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エアコンと扇風機の併用 1 ○ ○ ○ ○ ○
エアコンをやめ扇風機で冷房 1 ○ ○ ○ ○ ○
扇風機を使わない 2 ○ ○ ○ ○
自然の風を利用した冷房 1 ○ ○ ○ ○
扇風機を使う 4 ○ ○ ○ ○
うちわを使う 1 ○ ○ ○ ○ ○
寝る時、冷房控え目に 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クーラー温度を28度に設定 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エアコンの温度をあげる 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クーラーをあまり使わない 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
クーラーを使わない 1 ○ ○ ○ ○
エアコンを我慢する 1 ○ ○ ○ ○
エアコンなし 5 ○ ○ ○ ○
エアコンをあまり使わない 4 ○ ○ ○ ○
エアコン設定温度に気をつかう 1 ○ ○ ○ ○ ○
クーラーから送風へ切りかえる 1 ○ ○ ○ ○


























































































































































































































































風呂の残湯を有効に使う 1 ○ ○ ○
風呂の水を洗濯に 2 ○ ○ ○
風呂の水を花に 1 ○ ○ ○ ○
雨水を花に 3 ○ ○ ○ ○
水遊び水を花に 1 ○ ○ ○ ○ ○
米のとぎ汁を花に 1 ○ ○ ○ ○
風呂に入る時は電気を消す 2 ○ ○ ○ ○ ○
太陽光発電 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
冷蔵庫の中にカーテン 1 ○ ○ ○
冷蔵庫ゆったり冷蔵庫ぎゅうぎゅう 1 ○ ○ ○
家電機器掃除 1 ○ ○ ○ ○ ○
網戸の掃除 1 ○ ○ ○ ○ ○
LED電球の利用 1 ○ ○ ○ ○ ○
おひさまの光を部屋に 1 ○ ○ ○ ○ ○
ゴーヤグリーンカーテン 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
早寝・早起 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
早起・サマータイム 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
みんな仲良く、けんかをしない 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
夏休みは朝ごはん前に宿題 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
夏は木かげで昼寝 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
元気な子はエコの子 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
暑い時は図書館 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
風呂はなるべく一緒に 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
風呂は続けて入る 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
走る 1 ○ ○ ○ ○
歩いていける所へは歩く 3 ○ ○ ○ ○ ○
自転車 2 ○ ○ ○ ○
公共交通機関（ぐるりバス） 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
エコバッグ 3 ○ ○ ○ ○ ○






















































































































































































水道をこまめに切る 1 ○ ○ ○ ○
古いバスタオルで床を水拭き 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
水筒（クーラー水筒）を使う 11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
お茶を持ち歩く 3 ○ ○ ○ ○
マイ箸を使う 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
夕食は鍋 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
鍋のあと、うどんを食べる 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
朝食は家族みんなで楽しく 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ごみの分別 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
コンポスト・生ごみを肥料に 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ゴミ捨ては歩く 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ティッシュの無駄使いをしない 1 ○ ○ ○ ○
牛乳パックを集める 1 ○ ○ ○ ○ ○




































































※ 1 位 エアコンに扇風機を併用する
※ 2 位 テレビを見ないときは消す
3 位 冷蔵庫の開閉を控える




※ 8 位 家電のプラグをまめに抜く
















トップページ >  暮らしのガイド >  暮らし >  平成25年度「松阪まちなか避暑地キャンペーン」を実施しています。
トップページ >  お知らせ >  平成25年度「松阪まちなか避暑地キャンペーン」を実施しています。



























































































（株）濱口農園 本町2175 21-3100 月～金曜日 9：00～18：00 ●冷たいお茶サービス
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（資料）松阪市ホームページ（http://www.city.matsusaka.mie.jp）
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3．改めて，家庭におけるエコ活動について考える
　私たちは，様々なエコ活動を行っている。しかしながら，もともと，人間
の暮らしが環境との係わりのもとで実現していたことを考えると，今，すべ
きことは，改めてエコ活動をすることを掲げるのではなく，エコ活動の改善
である。よりよいエコ活動を行うために，よりよいエコ活動を維持すること
とよりよい活動ではない活動を捨てることである。
　このためには，私達がやってきた，やっているエコ活動の合理性を評価す
ることが先ず重要となってくる。
　デミングサイクルによるPlanからDoへ進むことであり，Check & Actを
反映したPlanを行うことである。
　この評価において気をつけるべきことは，いわゆる「エコ」だけの基準で
評価を行うのではなく，より広い視野から評価を行うことである。なぜなら
ば，「エコ」によって配慮する「環境」は大きい存在であり，複雑な存在で
あるからである。「環境」を細切れにして考えるのはよくないからである。
　エコ活動の直接的なプラス，マイナス効果だけではなく間接的なプラス，
マイナス効果を洗い出し，総合化することである。エコ活動の私的費用と外
部費用を合算する社会的費用を評価することである。
　このためには，これらの様々な費用の「見える化」（公開，及び評価の公
平性，評価結果の共有化）が必要となる。ここで障害となることは，「エコ」
は精神的なことであると考え，様々な段階で自己満足のなかに閉じ込める風
調である。エコ活動の効果を様々な段階で測定するための機器の発達，ある
いはその前提として「プロセス」の合体，分解の見える化，そして，費用の
見える化のための工夫が役立つ。
　また，評価は現在時点だけではなく，過去からの申し送られること，将来
へ向けた波及の可能性についてもカウントすべきである。実は，このこと
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は，予測すべきことが多くけして容易なことではなく，また，過去から現在，
そして将来への時間の価値の変化も見極めることが要請される。当然，エコ
活動がもっとも効果を発揮するタイミングも見つけることができるはずであ
る。
　これまでの人類の暮らしの歴史とその暮らしのなかでの活動の夥しさを
もっと詳しく評価するならば，デミングサイクルにより，もっとPlanの対
象となるさらなるメニューが発掘され，Doすべきエコ活動はさらに増える
はずである。
　この評価に関する重要性に関連して注目すべきことは，先に指摘した，よ
りよい活動ではないエコ活動を切り捨てることであるが，「一人一人が努力
することが大切」という掛け声のもと，あまり注目されてこなかったのでは
ないかと思われる。この切り捨てるために，規制など直接的手段を講じるこ
とも有効である。自主性に委ねていたエコ活動には，実は，直接的手段を
もっと活用すべきだということになる。
　今後のエコ活動のために重要な次のこととして，エコ活動を「見える化」
することでエコ活動を人々が共有化し，共同で行うことである。
　環境は大きくて複雑である。これに対処するためには，規模の経済性の追
求が重要な鍵である。その一つの鍵は技術による効率性であり，もう一つの
鍵が人々によるシェアリングである。具体的には，エコ活動をシェアリング
するためのルールづくりが要請される。場合によっては，前述した直接的手
段にリンクされるルールも有効となる。やはり，自主性を重視するエコ活動
の常識を見直す必要がある。
　スマートグリッドシステムに代表される情報通信，エネルギーのシステム
化が一段と進むこれからの社会では，根本的に，「所有権」から「使用権」
への大きな転換をはかることになるが，エコ活動においても，エコ活動に公
共性を求め，その一翼を人々が担うように，その概念の変更をあわせること
が要請される。
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4．さいごに
　エコ活動には公共的な性格がある。このため，エコ活動は社会への高い貢
献度が優先され，エコ活動に対する社会的責任が求められる。その社会的責
任は人々の信頼関係を基盤として認め合うことができる。
　このようなことを考えると，環境に対座して行うエコ活動であるが，エ
コ活動は人々が尊敬し合う間柄で有効となってくる。人々を尊敬し合うこ
と，即ち，人々に笑顔をみせながらエコ活動を行うことが重要であり，先
ず，人々が自身で楽しむことからエコ活動は始まると考えるべきである。自
分自身が楽しむことができれば，面倒くさい手間がかかることも苦にはなら
ない。
　自分自身で楽しまないエコ活動は自分を不幸にするだけではなく社会全体
を不幸にすることを認めて認識すべきである。
　ただし，その自分自身が楽しむエコ活動は必ずしも社会のためになるとは
限らないことも同時に認識すべきである。
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